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令和元年度（第２回）善通寺市まち・ひと・しごと創生推進会議 会議録 

日 時 令和 2年 2月 26 日（水曜日）13 時 30 分～15 時 00 分 

会 場 善通寺市役所３階大会議室 

出席者 
速水会長、池脇副会長、髙嶋委員、石川委員、玉置委員、齋藤委員、川田委員、

安藤委員、髙口委員、齊藤委員（欠席：山田委員、石川委員、秋山委員） 

配布資料 

・令和元年度（第２回）善通寺市まち・ひと・しごと創生推進会議 次第 

・資料１ 第２期 善通寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案） 

・資料２ 善通寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略 ～平成 30年度改訂版～ 

会議の概要 １ 開 会 

 

２ 挨 拶 

＜総務部長より 挨拶＞ 

＜事務局より 前回開催以降に交代した新委員を紹介＞ 

＜事務局より 議事内容についての説明＞ 

 

３ 議 事 

＜会長より 挨拶＞ 

 

（１）第２期善通寺市まち・ひと・しごと創生総合戦略（素案）について 

＜事務局による事業説明＞ 

（議長）   この事業について、意見等はあるか。 

（委員）   人口の現状と将来予測について、最新の社人研推計では前回と比

べ、2060 年の人口予測において約 3,000 人増加しており、珍しい動

きである。また、県内の同規模の自治体と比べても人口減少の角度

は緩やかであるが、この要因は何なのか、しっかりと研究すること

が大切ではないか。 

（事務局）  社人研推計は国勢調査の数値を基に計算されており、平成 22 年度

の国勢調査を基にした推計では 18,655 人であったものが、平成 27

年度の国勢調査を基にした推計では、21,893 人となっている。 

       この要因をはっきりと断定することは難しいが、その一因として、

自衛隊の部隊編成の影響が考えられる。善通寺市の人口の約１割は

自衛隊員及びその家族であると推定されるので、社人研の推計にお

いても、自衛隊の部隊増減が影響しているのではないか。 

       また、その他の要因についても、今後とも研究していく。 
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（委員）   ＫＰＩにおいて市民アンケート結果における満足度が複数入って

いる。満足度を指標とすること自体に異議はないが、市民アンケー

トは毎年実施することが難しく、これまで５年に一回の実施となっ

ていることから、毎年検討を加えることができる具体的な指標を増

やした方が良いのではないか。 

       例えば、基本目標１の具体的施策（１）である商工業振興の推進

について、起業支援の取組数やその参加者数など、仕掛け（プロセ

ル）の指標を増やしたらどうか。 

（事務局）  市民アンケートの結果も重要な指標の一つだと考えるが、委員ご

指摘のとおり、仕掛け（プロセス）の指標をできるだけ増やす方向

で検討したい。 

       現在、担当課と最終調整中であり、その中でも、できるだけプロ

セスに関する指標を創設できないか検討中である。 

       商工業振興の推進で言えば、年間商品販売額は商業統計調査の結

果を引用しているが、商業統計調査自体が定期的に実施されていな

いなど、ＫＰＩとして適切かどうか疑問も残るため、この部分につ

いては、ご提案のあった起業支援策の件数などに修正したい。 

       追加する具体的な指標が確定しない具体的施策については、今後

も継続して検討し、本会でもご意見を頂戴しながら、新計画が策定

された後、計画期間内において随時ＫＰＩを追加することも想定し

ている。 

 

（委員）   立地適正化計画と本計画との整合性はどうか。 

（事務局）  基本目標４における基本目標や基本的方向、具体的施策の内容に

ついて、立地適正化計画ときちんと整合するものとしている。 

        

４ その他 

 

（議長）   議事以外について、意見等はあるか。 

（委員）   特になし。 

（事務局）  地方創生推進交付金事業である「FOR AFTER 2023 ～善通寺市観光

地域づくり～」について、今年度事業としては、前回 12 月２日にご

報告した内容に基づき、順調に事業を実施している。 

       来年度事業については、本年１月に実施計画を提出したところで

あるが、その内容について、１点ご報告申し上げる。 

       今年度の実施計画においては、2020 年度事業として「善通寺駅観
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光案内所等施設整備事業」などのハード事業を計画していたが、今

年度実施した観光実態調査及び来年度に実施予定である春期観光

シーズンにおける実態調査の結果を反映させたものとするため、

2021 年度に実施することとし、2020 年度についてはソフト事業のみ

を計画している。 

       これに伴い、ＫＰＩ③・観光案内所利用者数について、2021 年度

増加分を 3,500 人から 875 人に修正し、新たに 2022 年度増加分とし

て 4,000 人を設定している。 

       同様に、ＫＰＩ④・駅前レンタサイクル利用者数についても、2021

年度増加分を 6,000 人から 1,500 人に修正し、新たに 2022 年度増加

分として 6,500 人を設定している。 

 

（議長）   事務局からの報告事項について、意見等はあるか。 

（委員）   特になし。 

 

 

５ 閉 会 

 

以上 

 


